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一般社団法人日本応用地質学会
中国四国支部設立２０周年記念シンポジウム

地域の自然・人・産業・文化を護る応用地質学

趣旨説明

実行委員長 長谷川修一（香川大学）

（建設業ハンドブック2013より）

支部設立
↓

15周年
↓ 20周年

↓

高松大会
↓

東日本大震災
↓

阪神淡路大震災
↓

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ
↓

• 花崗岩

ｲｻﾑ･ﾉｸﾞﾁ先生

• サヌカイト

前田仁先生
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偉大な石の
芸術に触れる

• 真（地質学）

• 善（応用地質学）

• 美（？？？？？）

⇒科学・技術・芸術
の融合

⇒文化
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文化の継承と発展に貢献する応用地質学
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日本は有史以来の最大の危機

１．巨大自然災害

• 首都直下地震・房総沖M8級巨大地震（元禄）

• 南海トラフ巨大地震（宝永）

• 富士山噴火など（宝永・天明）

２．社会環境が激変

• 干潟・塩田⇒都市化・沿岸部の工業地帯

• 自給自足⇒流通経済⇒グローバル化

• 自然・災害が身近⇒正常化バイアス・平和ボケ
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１つの事変・自然災害が破局へ

巨大自然災害とグローバリズムから
地域の自然・人・産業・文化を護るには

「敵を知り、己を知る」

１．自然災害を知る・グローバリズムを知る

２．地域の強みと弱みを知る

⇒大地の成り立ち（地史）

⇒ジオパークの視点

３．視野を広げる

⇒グローバルな視点から地域を見る

⇒海外と連携して地宝を護る

⇒持続可能な社会への変革に貢献する

⇒レジリエントな社会にもなる
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応用地質学は
何ができるのか？
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ジオパークのコンセプト（隠岐）
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中国四国支部は
日本海・瀬戸内海・太平洋をカバー

9http://www.geosociety.jp/geopark/content0017.html

★
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・趣旨説明（長谷川修一）
・来賓挨拶（小豆島町塩田幸雄町長）
①地質災害軽減のための新たな追い風－鬼に金棒－（千木良雅弘）
②「中国四国地方の応用地質学」にみる地域の地質技術力

（横田修一郎）
③隠岐ジオパーク－地すべりとの共生－（浜崎晃）
④豪雨による土砂災害に備える住民活動ー地域と行政が協働した

防災マップの作成ー（中井真司・渡邊真悟）
⑤活断層との共生（金折裕司）
⑥深部地下利用と地下水（田中和広）
⑦地下水の恵み－河川流量から見た地下水環境と地域地盤ー

（栢木智明）
⑧ ジオ鉄－鉄道施設からジオを読む－

（加藤弘徳・藤田勝代・横山俊治）
⑨総括－中国四国支部活動に期待をこめて－（横山俊治）

日本応用地質学会中国四国支部設立２０周年記念シンポジウム

地域の自然・人・産業・文化を護る応用地質学
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人類も危機の時代

１．グローバリズム ≠ 国際化

⇒地域の産業・生活・文化の破壊

２．市場原理・競争原理・自由貿易

⇒生活・環境の破壊、資源の枯渇

３．マネー資本主義

⇒金融恐慌、国家破産も賭けの対象

４．戦争もビジネス

⇒中東、極東など

５．１つの自然災害が破局の引き金にも
12


